
江府町告示第８号

平成24年２月28日

江府町長 竹 内 敏 朗

第２回江府町議会定例会を下記のとおり招集する。

記

１、期 日 平成24年３月６日

２、場 所 江府町役場議場

○開会日に応招した議員

宇田川 潔 川 上 富 夫 日野尾 優

上 原 二 郎 越 峠 惠美子 長 岡 邦 一

田 中 幹 啓 川 端 雄 勇

○３月７日に応招した議員

森 田 智

○応招しなかった議員

な し
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第２回 江 府 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日）

平成24年３月６日（火曜日）

議事日程

平成24年３月６日 午前10時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 議案第４号 江府町特別職等の給与の特例に関する条例の一部改正について

日程第５ 議案第５号 江府町職員の給与に関する条例の一部改正について

日程第６ 議案第６号 江府町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改

正について

日程第７ 議案第７号 江府町職員等の旅費に関する条例の一部改正について

日程第８ 議案第８号 江府町地域情報通信基盤工事分担金徴収条例の制定について

日程第９ 議案第９号 江府町税条例の一部改正について

日程第10 議案第10号 江府町営住宅設置及び管理に関する条例の一部改正について

日程第11 議案第11号 江府町特別医療費助成条例の一部改正について

日程第12 議案第12号 江府町介護保険条例の一部改正について

日程第13 議案第13号 江府町国民健康保険診療所設置条例の一部改正について

日程第14 議案第14号 身体障害者福祉法、知的障害者福祉法及び児童福祉法に基づく居宅受給

者証又は施設受給者証に関する過料条例の一部改正について

日程第15 議案第15号 江府町特別導入事業基金条例の一部改正について

日程第16 議案第16号 江府町公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改正について

日程第17 議案第17号 江府町立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

日程第18 議案第18号 一般国道 181号（江府道路）道路改築事業に関連する町道洲河崎下安井

線橋りょう新設工事及び取付道路工事の施行に関する変更基本協定の締

結について

日程第19 議案第19号 江府町と鳥取県との間の職員の研修に関する事務の委託に関する規約の

全部改正について
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日程第20 議案第20号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

日程第21 議案第21号 平成24年度鳥取県日野郡江府町一般会計予算

日程第22 議案第22号 平成24年度鳥取県日野郡江府町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

日程第23 議案第23号 平成24年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

日程第24 議案第24号 平成24年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）予算

日程第25 議案第25号 平成24年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

予算

日程第26 議案第26号 平成24年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（サービス事業勘

定）予算

日程第27 議案第27号 平成24年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計予算

日程第28 議案第28号 平成24年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計予算

日程第29 議案第29号 平成24年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計予算

日程第30 議案第30号 平成24年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会計予算

日程第31 議案第31号 平成24年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計予算

日程第32 議案第32号 平成24年度鳥取県日野郡江府町林業集落排水事業特別会計予算

日程第33 議案第33号 平成24年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水道事業特別会計予

算

日程第34 議案第34号 平成24年度鳥取県日野郡江府町江尾財産区特別会計予算

日程第35 議案第35号 平成24年度鳥取県日野郡江府町神奈川財産区特別会計予算

日程第36 議案第36号 平成24年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計予算

日程第37 議案第37号 平成23年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第８号）

日程第38 日程第38号 平成23年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第３号）

日程第39 議案第39号 平成23年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）補正

予算（第４号）

日程第40 議案第40号 平成23年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

補正予算（第４号）

日程第41 議案第41号 平成23年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）

日程第42 議案第42号 平成23年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計補正予算（第３号）
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日程第43 議案第43号 平成23年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会計補正予算（第

４号）

日程第44 議案第44号 平成23年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

４号）

日程第45 議案第45号 平成23年度鳥取県日野郡江府町林業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第46 議案第46号 平成23年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第３号）

日程第47 予算特別委員会の設置について

日程第48 請願⋞陳情書の処理について

出席議員（８名）

１番 宇田川 潔 ２番 川 上 富 夫 ４番 日野尾 優

５番 上 原 二 郎 ６番 越 峠 惠美子 ７番 長 岡 邦 一

８番 田 中 幹 啓 ９番 川 端 雄 勇

欠席議員（１名）

10番 森 田 智

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

事務局長 梅 林 茂 樹

説明のため出席した者の職氏名

町長 竹 内 敏 朗 教育長 藤 原 成 雄

総務課長 影 山 久 志 町民生活課長 西 田 哲

企画政策課長 矢 下 慎 二 福祉保健課長 本 高 善 久

建設課長 下 垣 吉 正 農林課長 瀬 島 明 正

産業振興課長 奥 田 慎 也 奥大山スキー場管理課長 岡 田 雄 成
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会計管理者 森 田 哲 也 教育振興課長 山 川 浩 市

午前１０時３０分開会

○議長（日野尾 優君） おはようございます。本日の欠席通告は森田智議員の１名ですが、定足

数に達しております。

これより、平成２４年第２回江府町議会定例会を開会いたします。

本日の議事日程は、配付のとおりであります。

地方自治法第１２１条の規定により、今期定例会に出席を求めた者は、お手元に配付した報告

書のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（日野尾 優君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議

規則第１１８条の規定により、議長において、８番田中幹啓議員、９番川端雄勇議員の両名を指

名いたします。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定

○議長（日野尾 優君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

過般、議会運営委員会が開かれ審議された結果、議会運営委員長からお手元に配付のとおり答

申を受けたので、お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日より３月１９日までの１４日間

といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（日野尾 優君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１４日間と決定いたしました。

⋞ ⋞

日程第３ 諸般の報告

○議長（日野尾 優君） 日程第３、諸般の報告を行います。初めに、議長報告を行います。１２

月議会以降の議会活動並びに会議規則第１１９条ただし書の規定による議員の派遣については、

お手元に配布しました議会活動報告、議員派遣の報告のとおりであり、説明を省略しご覧いただ

くことでご了承願います。

また、監査委員から各月の例月出納検査の結果報告書が、議長の手元に提出されております。
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詳細については、事務局の方でご覧願います。

続いて、町長報告を行います。町長からの報告事項がありましたら、この際報告をしていただ

きます。

○町長（竹内 敏朗君） 議長。

○議長（日野尾 優君） 竹内町長。

○町長（竹内 敏朗君） １２月定例議会以降の行政報告につきましては、お手元に行政報告各課

別をお配りいたしております。これによりまして、主な事業のみご説明させていただきますので

よろしくお願い申し上げます。

先ず、１ページ目でございます。行政関係では平成２３年度第２回鳥取県日野地区連携⋞共同

協議会を１月１７日に日野総合事務所において開催されたところでございます。特に２４年度事

業等に意見交換を行ったところでございます。県の立場で平井知事にもおいでいただいて、議論

を深めたところでございます。併せて、日野総合職員合同研修会を実施させていただき、２月１

６、１７日の２日間にわたりまして本町からも職員が多数出席させていただいて、講師といたし

ましては鳥取県代表監査員の山本氏においでいただいたところでございます。

また防災関係につきましては、西部町村原子力防災検討会を開催いたしております。島根原発

事故に伴います対応について、ご承知いただきますように３０キロ圏内ということで境港市、米

子市ということで鳥取県を合わせまして協議が重ねられておりますが、３０キロから５０キロ圏

内に位置する西部７町村合同で避難計画を策定するための検討会、担当者会を進めているところ

でございますし、各関係の代表として鳥取県が出席しておられますので、県の危機管理局から説

明を受けたり協議を重ねておるところでございます。

次におはぐりいただきまして、企画政策関係におきましては、早稲田大学生が本町にインター

シップでまいっておりますが、その成果、「江府町プロジェクト」について報告会をしていただ

いておるところでございますが、まちづくり、町民会議関連事業として開催いたしたところでご

ざいます。

併せて、本日、後程提案させていただきます新年度予算編成については、１月から２月にかけ

まして編成作業を行ってきたところでございます。

３ページでございます。公共交通関係でございますが、公共交通会議を１月３０日開かせてい

ただきました。町営バス等々につきまして、地域のご要望や内容につきまして協議をいただいた

ところでございます。ご要望に添うように修正すべきところは修正するように協議をいただいた

ところでございます。
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次に４ページでございます。出張福祉保健講座等の開催を９集落に出かけまして、１２月８日

から２月２２日の間、関係集落で実施をし、住民の皆さんの身近な所での講座を開催させていた

だきました。また医療関係におきましては、日野川流域生活習慣病研究会を本町で開催いたしま

して、また併せて鳥取大学医学部との連携協議ということで最終報告会並びに交流会の開催、ま

た教育実習の受け入れを行っているところでございます。介護関係につきましても介護予防講座

の開催を、集落という身近なところでの開催をいたしております。１月１３日から２月２０日に

かけまして、１集落で実施しておるところでございます。

次に農業振興関係でございますが、江府町地域農業再生協議会が１月３１日にJA江府支所で開

催されております。平成２４年度水稲生産面積目標の配分がなされたところでございます。水田

総面積４７７．８０ｈａ、水稲生産面積目標３０７．９２ｈａ、転作配分面積１６９．８８ｈａ

でございます。各集落で調整がなされているところでございます。併せまして江府町の特産品関

係でございますが、事例報告会ということで、こんにゃく芋と大山スイカについて日輪閣で発表

会や試作品が発表されたところでございます。

次に林業関係でございますが、「間伐材を始めとした国産材の活用促進に関する協定」という

ことで、日野郡並びに南部町と２月８日東京都港区で開催されました「みなと森と水会議」に出

席いたし、本町の生産財を港区に供給するという協定を結ばせていただきました。港区において

は、５，０００ｈａ以上の改築並びに新築の施設については、内装材については木材を使用する

という取り決めがなされておりまして、この日野郡、日南町等の間伐材、また産材を二次加工し

ましてこれらを使っていただけるような協定でございます。

次に企業誘致関係でございます。鳥取県西部地域振興協議会におきまして、それぞれの町で企

業誘致活動を行っておるわけでございますが、西部圏一体で企業誘致に力を入れたらどうかとい

うことでございまして、本年５月２３日から２５日まで東京で開催されます「企業立地フェア２

０１２」に西部市町村こぞって参加しながら、この西部圏内に企業誘致が図られればと対応する

ようにいたしておるところでございます。また地域交流につきましては、「阪神淡路大震災１．

１７のつどい」に雪の要請がはりましたので協力をいたしたところでございます。また先程申し

上げました早稲田大学の報告会も含めながら、各大学等々の連携も今後、深めてまいりたいと考

えておるところでございます。

次１１ページ、教育委員会関係でございますが、毎年実施しております、３３回になります西

ノ島交歓スキーが１月３０日から２月１日までの間、鏡ヶ成地区スキー場、並びに奥大山スキー

場で開催されたところでございます。また生涯学習関係では、１月８日、江府町成人式を開催し
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３４名の成人者がございましたが、その内３１名の出席をいただいて、議員の皆さんにもおいで

いただきましてお祝いをしたところでございます。

最後に１２ページでございます。生涯スポーツ関係。先般、新聞等にも発表になっております

が、平成２３年度の日本海新聞ふるさと大賞表彰ということで、スポーツ功労賞空手競技の発展

尽力で建井雅美さん、地域貢献賞ということで、白馬の会。毛無山登山道の開設⋞維持、カタク

リの花の保護に尽力されているということでご推薦申し上げ、表彰をお受けになったところでご

ざいます。

以上、主な点のみご説明申し上げました。よろしくお願い致します。

○議長（日野尾 優君） ただ今の報告について、ご質問があればお受けいたします。

ないので、日程第３、諸般の報告は終わります。

⋞ ⋞

日程第４ 議案第４号 から 日程第４６ 議案第４６号

○議長（日野尾 優君） 日程第４、議案第４号、江府町特別職等の給与の特例に関する条例の一

部改正についてから、日程第４６、議案第４６号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町特定環境保

全公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）まで、以上４３議案を一括議題とします。

町長から、行財政方針の説明を求めます。

○町長（竹内 敏朗君） 議長。

○議長（日野尾 優君） 竹内町長。

○町長（竹内 敏朗君） 平成２４年度予算案等を本議会に提出するにあたり、その概要と財政施

策の方針を申し上げ、予算の対応をご説明申し上げますとともに、本議会を通じて町民皆さんに、

町政への深いご理解と更なる積極的なご参加をお願いいたします。

さて、現在、わが国の経済動向を見ますと、東日本大震災復興の対応、欧州経済の懸念や円高

の中、政府等では、「景気の緩やかな持ち直し傾向」、「景気の回復力が徐々に盛り返す」等の

見込みが発表されており、今後の見通しは、持ち直しの期待とともに、夏の電力事情、デフレの

影響、雇用への懸念等により先行きの不透明さは依然として残る状況であります。

また、国の財政は、またも国債発行が税収を上回るような、国債に依存した財政運営となりさ

らに厳しい状況にあります。

国の平成２４年度の予算につきましては、「日本の再生」及び「経済成長と財政健全化の両

立」を基本方針として、震災からの再生や厚い中間層の復活、農林業の再生、エネルギー⋞環境

政策の再設計、地域主権改革等を目途に景気回復とデフレ脱却を目指し予算編成がおこなわれて
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おります。

地方財政に大きな影響のある普通交付税は、国全体では微増見込みであり、地方財政の財源確

保が引き続き図られています。

さて、本町の平成２４年度予算でございますが、本年は、７月任期満了の町長改選の年であり

本来なら骨格予算とすべきが常道でありますが、持続可能なまちづくりのために行財政改革を継

続中であり、また限られた財源の中、義務的経費、継続事業経費が大半を占めるなどの状況であ

りますので年間予算を編成致した次第であります。どうかご理解を賜りたいと存じます。

歳入は、町税の減少を見込み、一方、歳入の４３．７％を占める地方交付税は、国の予算では、

若干の増額が見込まれておりますが、本町においては、起債の償還額が減少することに伴い、交

付税の計算の基礎となる対象額も同時に減っていくため、減額を見込んでおります。

また、基金からの繰入金、起債につきましても、全体事業の調整や経費削減等により、当初に

おいては昨年度予算より減額した組み立てを行っております。

歳出につきまして、平成２２年度から公債費は、減少に転じて年々減少しておりますが、全体

的には、財政の健全化を図りながら継続事業及びソフト事業を中心に予算計上し、投資的事業は、

下水道など、町民の皆様の生活インフラ整備等に重点を置きながら、必要最小限の計上としてお

ります。

また、江府町の未来への投資として、江府中学校の建替えについて準備に入ることとしており

ます。

新年度予算も厳しい予算編成となりましたが、国⋞県等の有利な制度を極力利用しながら財源

を確保し、倹約と工夫により住民サービスの向上につとめて参ります。

平成２４年度予算の主な事業といたしましては、防災関係費として、平成２４年度には新たな

防災計画の策定を行い、防災⋞避難計画についての見直しを行うとともに、防災無線等の維持整

備や防災訓練を行います。

少子化対策、子育て関係費として、県の助成を利用しながら、引き続き「子宮頸がん予防接種

や小児肺炎球菌ワクチン⋞ヒブワクチン等の予防接種助成」を実施し、さらに、不妊治療に対す

る助成を行います。

福祉⋞高齢者関係費としては、福祉事務所機能を一層活用するとともに、高齢者買物支援等、

安心生活のための支援策を行い、また、見守り⋞認知症対策や各種予防事業を実施いたします。

生活環境整備関係費の内、下水道事業については、最後の１地区の完成を目指すとともに、上

下水道の維持管理と町営バスによる安全な生活交通の維持確保により、生活基盤の安定充実を図

－９－



っております。

農林産業関係費は、引き続き水路等の農業基盤整備や畜産環境向上、農道整備、有害鳥獣対策

や林業対策等に取り組んでまいります。

また、全国植樹祭の前年にあたり、県と共同で準備等の事業に取り組んで参りたいと考えてい

ます。平成２４年から鳥取県西部地域において新たな全国的規模のイベントが続きます。平成２

４年１１月には、米子コンベンションセンターを中心に「国際マンガサミット」、平成２５年春

には、全国植樹祭、秋には国際エコツーリズム国際大会が鳥取県西部を中心に開催されます。ま

た、引き続きバーガーフェスタのような広域イベントが開催予定となっております。このような

大会や環境王国への取組みを通じて、入りこみ客の増加や奥大山江府町のブランドイメージアッ

プに努めてまいります。

教育関係費といたしましては、保育園から中学校まで一貫した連携体制や一層の教育内容の充

実を図り、引き続き学力向上を目指すとともに、子供たちの安心安全な教育⋞保育環境の整備を

進めてまいります。特に、江府中学校の建て替えについては、当初予算においては、調査経費の

みを計上しておりますが、体制が整い次第、平成２４年度中に予算対応の上実施計画が出来れば

と考えております。

継続的事業として、高規格道路建設事業にともないます「町道洲河崎下安井線改良工事」（事

業費約６，２７５万９，０００円）、特別会計では、杉谷地区の集落排水事業を計画しておりま

す。

雇用対策の取り組みといたしましては、緊急雇用の補助事業が一部、平成２４年度に延長とな

り、引き続き緊急雇用創出事業（事業費１，４０８万１，０００円延べ１５人）を実施するとと

もに雇用環境の改善を図って参ります。

平成２４年度も引き続き、各種メニューによる「にこにこ事業」（事業費２２３万６，０００

円）を実施し、町民の皆さまが笑顔になる事業を実施してまいります。

平成２４年度一般会計歳入歳出総額３０億１，０００万円（前年対比９３．７４％）６．２６

％の減額予算といたしました。

別途特別会計といたしまして１５会計歳入歳出予算１７億２，３５３万円、一般会計と合わせ

ますと４７億３，３５３万円となります。（前年対比９４．６４％）

平成２４年１月末現在の人口３，４３４人、世帯数１，１３３戸、単純計算いたしますと町民

一人あたり１３７万８，０００円、一世帯あたり４１７万８，０００円の予算規模となっており

ます。引き続き、節約と工夫により職員一丸となって無駄のない効果的な行政運営を行い、安全
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で安心して住民の皆様が暮らせるよう「小さくても元気で明るい輝きのあるまちづくり」にむけ、

更に努力を続けていくことをお誓い申し上げる次第であります。

何卒、本議会を通じまして町民皆さんの深いご理解とご協力を重ねてお願い申しあげます。

以下費目ごとにご説明いたしたいと存じます。

歳入について、主たる項目のみ申し上げますので、細目につきましては予算書の係数等に目を

通していただきたいと存じます。

町税７億９，０８１万６，０００円、対前年９９．４０％でございます。固定資産税につきま

しては、減価償却中国電力の減価償却等でございますけども企業進出に伴う減価償却の増額をい

たしたところでございまして、対前年９８．８４％の予算計上とさせていただいているところで

ございます。また、たばこ税につきましては１，０００万円を越えまして１，０７０万４，００

０円を計上させていただき、対前年１３１．２８％の予算計上といたしました。また自動車取得

税交付金につきましては、６０１万７，０００円、１１０．８５％といたしました。大きな歳入

の柱でございます、地方交付税でございますが、１３億１，５００万円を計上させていただきま

した。対前年９３．５９％、６．４１％の減額計上でございます。国庫支出金１億４，４３５万

７，０００円、対前年７５．７０％。また県支出金２億９，１４２万３，０００円、対前年１０

５．００％。財産収入１，８４０万円、対前年１４３．７８％を計上いたしております。なお町

債につきましては、１億７，７６０万円、対前年７８．８３％、２１．１７％の減額予算といた

しておるところでございます。歳入合計は先程予算規模で申し上げましたとおり、３０億１，０

００万円、対前年９３．７４％といたしたところでございます。

歳出につきましては、議会費６，５０７万７，０００円、対前年比１２１．９４％。総務費５

億１，４２６万２，０００円、対前年１０８．４０％。民生費６億１，３７０万３，０００円、

対前年９４．６３％。衛生費２億７，６７２万５，０００円、対前年８９．９７％。農林水産業

費３億５，５６８万６，０００円、対前年９７．６６％。土木費２億９４万円、対前年８６．９

３％。教育費１億９，３９３万５，０００円、対前年１０４．７５％。公債費６億４，７１０万

９，０００円、対前年８６．０６％。以上のように計上させていただいておるところであります。

以下主要事業及び歳出予算の主たる項目につきまして説明をいたします。

総務管理費関係でございますが、国の地方財政への対応は、昨年度並みの財源確保を基本とし

ながらも、東日本大震災の復旧⋞復興関連事業等もあり、非常に厳しいものとなっています。

そうした状況の中、本町においては、職員自らが経費削減に努め、積極的に行財政改革に取り

組んでいるところであり、引き続き人件費の削減（特別職１０～１８％）に努めてまいります。

－１１－



そして、行財政の透明化を図り、情報公開に努め、住民皆様との情報の共有化を推進して、住民

の皆様とともに取り組んでまいりたいと存じます。

特にⅠＰ告知端末、防災行政無線、そして昨年一新いたしましたホームページを十分に活用し

て、速やかな情報提供に努めてまいりたいと存じます。

情報通信格差の是正につきましては、現在までの約１０年間、基盤整備に取り組んで参りまし

た。

通信環境の改善としては、ＡＤＳＬ事業から町内イントラネット整備、そして、国の「光の

道」構想に連動した全町光ケーブル敷設による高速ブロードバンド環境の整備を行い、都会地に

も引けを取らない環境が整備されてきました。

また、テレビ関係につきましては、共聴施設等の地上デジタル放送への切り替えも全て終了し、

ごく一部において外国電波の障害が見られますが、この対応については国やＮＨＫ等により平成

２４年度から本格的な改善対策が行われる予定です。

携帯電話については、国内３社のうち２社については、町内全域においてほぼ受信エリアの改

善が終わり、残り１社が今年から町内の受信エリア改善を行う予定と聞いております。

また、本年４月からは、高速ワイヤレスインターネットサービスが民間事業者により、江尾エ

リアにおいて開始される予定です。

これらにより、現在、情報通信格差対策の基盤整備については、ほぼ終了していると認識して

おりますが、今後は、光ケーブル網の維持管理がメインとなりますが、ＩＰ告知放送の改善やグ

ループ放送を利用した福祉保健等のサービスなど、ソフト面の対策を行ってまいります。

平成２２年に制定した「江府町男女がともに輝くまちづくり条例」に基づき、町民⋞企業⋞地

域の団体が一体となって、男女共同参画社会の実現に向け取り組みを強化推進いたしております。

また、平成２３年度には先に策定された「江府町男女共同参画プラン」の見直しを行っており、

より具体的な計画の推進につなげてまいります。

集落コミュニティの活性化事業につきましては、平成２３年度までに２１集落を助成して参り

ました。本年度は５集落へ助成を予定しており、国に申請いたしたところでございます。

バス対策におきましては、町営バス導入から３年が経過し、小中学生の通学をはじめ、町民皆

様の通院、買物等生活を支える重要な公共交通機関として、多くの方にご利用いただけるよう引

き続き「江府町地域公共交通会議」において協議し、各種要望に応えてまいりたいと考えており

ます。

また、体の不自由な方、バス路線区域外の方などが利用されるタクシーにつきましては、利用
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者の減少傾向があり地域交通確保のため、引き続き支えていきたいと思います。

交通安全対策におきましては、昨年度から運転免許証自主返納制度を利用されました方に町営

バスもしくはタクシーの回数券の助成を行っており、引き続き交通事故抑止に努めてまいります。

飲酒運転の根絶を目指し、町内の交通安全団体と連携を図り、より一層啓発に努めております。

残念ながら先般のニュース報道によりますと、昨年１，０００人当たりの飲酒運転違犯の件数は、

ワースト１になっております。そのようなことから一層の努力を住民の皆さんに啓発してまいり

たいと考えておるところでございます。

戸籍住民基本台帳関係でございます。本町の１月末の世帯数は１，１３３世帯で、昨年１月と

比較し５世帯減少し、人口は３，４３４人で７２人減少しており、自然現象が続いている状態で

あります。住民に身近で利用しやすい窓口サービスを行うため、防災⋞情報センター、総合健康

福祉センターにおける住民票等の窓口交付を実施しておりますけども、２３年度は１月末で２０

９件、また、週２回の窓口延長も２９件のご利用をいただいております。今後より住民に身近な

窓口業務を目指して参りたいと思います。

少子⋞高齢化の中、出生児全員の健やかな成長を願い出生祝金として、１人、１万円と「おむ

つ」の処理費を軽減するため、ごみ袋１人、２００枚配付いたします。

また、１才未満のお子さんがおられる世帯にそれぞれお祝いの意味を込めまして、奥大山の水

を１年間提供する「元気健やかこうふ育児スタートアップ事業」も継続してまいります。

また平成２２年４月１日から、パスポートの申請、交付の事務が江府町の窓口で出来るように

なり、平成２３年度は１月末で２４件の申請があり、今後も、住民サービスに努めてまいりたい

と思っております。

選挙費６２０万６，０００円。本年度は、江府町長選挙の年であります。また、欠員に伴なう

江府町議会議員補欠選挙も併せて行うことになります。より一層の選挙啓発に積極的に取り組み、

違反の無い「明るい選挙の推進」に努めて参ります。

次に民生費関係でございます。先ずは社会福祉関係でございますが、近、認知症及び認知症の

疑いのある高齢者が徐々に増加している状況にあり、本年度から認知症対策に力点を置き、地域

包括支援センターとの連携を図りながら実態を把握し、診療所のもの忘れ外来への受診を進めて

まいります。

人権⋞同和対策事業といたしましては、人権尊重のまちづくりを基本に町人権⋞同和教育推進

協議会と連携しながら、部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする条例の具現化をめざし、町民の

絆を深めながら、一人一人の人権が大切にされる元気で明るいまちづくりの推進のために、より
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効果的な研修⋞講座⋞懇談会⋞相談事業等を開催してまいります。

児童福祉費関係でございます。社会情勢の変容に伴い、子どもたちを取り巻く生活環境も急速

に変化し、今まで家庭や地域で経験できていたことも、意図的に経験できる工夫が園生活の中に

必要になってきました。

子供の国保育園では、少子化と共に、低年齢保育が増加状況にあり、保育サービスの要望も、

多様化傾向にあります。子育て状況の把握を行い、現状に合わせた保育サービスの充実を図って

まいります。

また保育所保育指針の改正に伴い、養護と教育の機能の一体化が示され、子どもの発達過程を

理解し、保育所での子どもの育ちが、就学以降の生活や学びに繋がっていくよう、保育室空間を

工夫すると共に、園庭の芝生を利用するなど園児が伸び伸びと過ごし成長できるよう保育を行い

ます。また、年長児に対して町雇用の外国語指導助手による英語あそびを実施し、地域の大人だ

けでなく、外国の人にも親しみを持つ機会を設け、人と関わる力を養ってまいります。

特別保育事業として、世代間交流では、和太鼓に取り組み地域との交流を図り、育児講座とし

て子育て講演会の開催等々、実施しております。子育て支援センター「じゃりんこくらぶ」にお

いては、毎週２回、未就園児を対象とし、ふれあいデー等開催いたしておるところでございます。

次に保健衛生費関係でございます。予防対策としての住民健診は保健⋞医療⋞福祉の連携のも

とに充実した健診内容及び項目の充実を図っており、健診率１００パーセントを目指し、住民の

皆様に健診を受けていただくように積極的に働きかけてまいります。お蔭様で江府町の健診率と

いうのは、高い位置にございますけどもより一層努力をしてまいります。

また、本年度は少子化対策として不妊治療への助成を行い、子どもを望む夫婦が安心して生み

育てることができるよう支援してまいります。

生活保護費関係でございますが、生活保護をはじめとする身近な福祉対策として、さまざまな

ケースに対応しながら福祉事務所を中心にサービスを提供してまいりたいと思っております。

また清掃費関係は、本町の廃棄物処理につきましては、し尿処理施設「清化園」、可燃ごみ処

理施設「クリーンセンターくぬぎの森」、資源⋞不燃ごみは「リサイクルプラザ」で処理または

リサイクルされております。

今後とも町民皆さんの更なるごみの分別、減量化にご協力をいただきながら、循環型社会の構

築並びに環境保全に対する町民の意識改革を行い、住みよい町づくりを図ってまいりたいと存じ

ます。

ゴミの減量化によりまして大きな財政軽減が図られると思いますので、より一層住民の皆様に
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も減量化についてお願いをＰＲしてまいりたいと考えております。

また平成２３年度から本町独自で実施しております「環境美化支援事業」により集落内の環境

美化と地域の連帯強化に努めてまいります。併せて農業集落排水整備を進めているわけですが、

それ以外の農業集落排水整備が進まない地域については、合併処理浄化槽の設置等を推進してま

いりたいと考えております。

失業対策でございますが、先にも述べましたように緊急雇用対策の今月末で終わるわけでござ

いますが、平成２４年度も一部継続となります。教育環境向上のための子供教室補助員、学習支

援員、保育補助員、また公共施設等の保全管理や台帳整備によりまして、延べ１５人の雇用を計

画し、１，４０８万１，０００円を計上させていただいております。

次に農林水産業費関係でございます。先ず、農業関係でございますが、農林水産業及び農山村

は、食糧の安定供給のみならず地域社会の活力維持、国土、自然環境の保全、水源涵養等我国経

済社会の発展と国民生活の安定に不可欠な役割を果たしており一層の発展を図る必要があります。

しかしながら、地球温暖化に伴う異常気象、農業従事者の高齢化、後継者不足とこれに伴う耕

作放棄地の増加等農林水産業をとりまく情勢は厳しさを増しております。

さらに、国政においてはＴＰＰへの参加にむけた事前協議が始められ、関税撤廃、貿易自由化

がもたらす食糧自給率の大幅な下落が危惧されるなど、農業は危機的状況にあるといえます。こ

うしたきびしい情勢のもと、本町としては恵まれた自然環境と共存した足腰の強い農林業の基盤

づくりに取り組むことが重要であると考えます。

平成１２年度から始まった「中山間地域等直接支払い制度」は、本年度、第三期対策の３年目

を迎えます。本年は、昨年当初より１協定多い２８協定、４７４ヘクタールで取り組まれること

となり、９，１６９万４，０００円を計上し、内町負担２，２９２万３，０００円となっており

ます。各集落の農地保全に向けた取組みを支援してまいります。

水田農業につきましては、昨年度から本格実施されております農業者戸別所得補償制度に取り

組んでおるところでございます。この制度は、販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を

対象に、その差額を交付することにより、農業経営の安定と農業生産力の確保を図り、もって食

糧自給率の向上と農業の多面的機能を維持していくことを目指しています。

「江府町地域農業再生協議会」を中心に、江府町農業委員会と連携を図りながら、生産調整だ

けでなく担い手の育成、集落営農等の組織作り、耕作放棄地対策等農地の有効活用など幅広く一

元的に取り組んでまいります。また、農業公社の役割も重要となって来ると考え、公社のあり方

も検討⋞協議が必要と考えます。
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農産物の振興につきましては、白ネギを中心に主力商品では、価格安定化対策等の制度を活用

し産地強化を図るとともに、コンニャク芋等の新規作物導入、また、宮市地区で栽培されている

「大山スイカ」につきましては、倉吉農業高等学校が取り組む「大山スイカプロジェクト」との

連携により特産品化を目指すほか、トマトの加工品作りに取り組む団体等の各地域での取り組み

を支援してまいります。

環境王国認定に伴う取り組みにつきましては、一部農産物、加工品において環境王国ホームペ

ージにおいて全国販売を行っております。今後もご支援を申し上げていきたいと思います。

あわせて、水稲においては、食味の向上のため積極的に「米⋞食味分析鑑定コンクール国際大

会」等に出品を行いながら、より食味の高い稲作に転換していければと大会出品等への支援も考

えておるところでございます。

畜産につきましては、繁殖和牛において、優良雌牛の導入による母牛改良を促進するため、優

良雌牛導入助成事業を実施、併せて町単独基金による導入牛貸付制度を実施してまいります。

農業基盤整備関係におきましては、山腹水路の現状把握及びその対策の提言を行なってまいり

ます。また、水路管理の省力化を図るため本年度から県営事業として農村災害対策整備事業に取

り組んでまいります。私といたしましては、以前から申し上げておる通り、大きな投資を行いま

した基盤整備が行われた水田の確保には、首根っこでございます水路というものが一番大切では

なかろうかと思います。これらの考えに基づきまして、それぞれ事業の展開をしてまいりたいと

思っております。なお、県営南大山地区農免農道宮市⋞柿原間につきましては、平成４年度から

着工してまいりましたが、平成２４年度に完了予定であります。

林業関係につきましては、当然本町の総面積の約８２％を占めております。１万ヘクタールを

占める森林は、木材の生産の場であるとともに、国土保全、水資源の涵養、二酸化炭素の吸収に

よる地球温暖化防止等多面的な機能を有しております。

しかしながら、木材価格等の長期低迷により森林所有者の山に対する意識が薄れてきていると

ともに、森林所有者⋞施業者の高齢化、過疎化により林業の担い手の確保が重要な課題となって

います。

こうした中、国及び県の補助事業を活用した計画的な間伐⋞搬出事業を促進し、資源の循環利

用と災害に強い水土保全林、森林と人との共生林の整備を図っていきます。

このため、適切な森林整備を通じて森林の有する多面的機能の発揮を図るため、森林所有者等

による計画的かつ一体的な森林施業が必要であり、国、県の財政支援を受けて交付金を交付する

「森林整備地域活動支援事業」を引き続き実施、また、関係機関と連携を図り、長期的な視点に
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立った施業管理と所有者協議の上、計画的な森林保育を推進して参ります。

一方、竹林の拡大による森林環境の悪化が懸念される中、森林所有者がこれらの放置森林を対

象に行う森林整備を支援してまいります。

また、平成２５年春には、第６４回全国植樹祭が「とっとり花回廊」を式典会場として、また、

「とっとり花回廊」、地元江府町において、「奥大山鏡ヶ成高原」を植樹会場として開催されま

す。関係機関との連絡を取りながら開催に向け、平成２４年からしっかりとしたＰＲ並びに準備

に向けて進めてまいりたいと思います。

また鳥獣被害対策につきましては、関係団体のご協力をいただきながら農林水産物被害対策と

してイノシシ等の個体数の調整と鳥獣の侵入防止柵の設置を積極的に推進いたします。現在のと

ころ、各集落におきまして金網メッシュというようなもので、集落の皆さんが汗をかかれまして、

イノシシ等の防止を行っていただいているところでございます。

次に商工費でございます。商工業の現状は非常に厳しく、現状を打破することは町単独では困

難ですが、町内の高齢者等が安心して買い物ができる機会の維持について、今後とも商工会等と

の連携により維持してまいりたいと考えます。

観光につきましては、昨年の台風１２号により、「木谷沢渓谷」が大きな被害を受けました。

県内外の皆様から、たくさんのお問合せがありました。自然に配慮しながら復旧を行ないたいと

考えております。

また、自然景観⋞文化⋞歴史等の地域資源を大切にし、地域の皆さんや観光協会をはじめ、各

種団体、町外の諸団体との連携協力により、国内外との交流人口の増加を図り、観光と産業との

関連を促進し、環境観光をキーワードとして更なる、地域の自然と歴史文化の掘り起こしを図り

たいと考えております。

また、本町の冬期間の代表的観光施設であります奥大山スキー場につきましては、安全対策を

しっかりと整えながら、より一層ＰＲ等またイベント、そしていろいろな施策によりスキーヤー

の皆さんにより多く来ていただける努力が必要ではないかと考えておるところでございます。こ

の点につきまして、努力をしてまいりたいと思います。

企業誘致につきましては、昨年誘致しました「株式会社サンエス⋞奥大山水工場」が、７月に

操業をはじめる予定です。初年度は、４名の採用予定で３年後には１０名の体制で操業する予定

です。

更なる新たな企業誘致につきましても、若者の就業の場確保の視点から県西部全市町村共同に

より、東京ビックサイトで「企業立地フェア２０１２」への参加を予定しています。私といたし
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ましては、鳥取県西部地区個々の町村が誘致対策をすることも必要でしょうけども、やはり鳥取

県西部全体の中で、例えば米子市に企業が進出していただければ、江府町の住民も通勤圏内とい

うこともございますので、そういう部分で手をつないで頑張っていければと考えをいたしている

ところでございます。

次に土木費関係、道路橋梁費でございますけども、平成２４年度から鳥取県日野地区連携⋞共

同協議会により町内の県道維持管理を受託し、窓口一元化により県道⋞町道一体とした面的な道

路維持管理に努めると共に、素早く確実な除雪による冬期間の道路交通の確保をしてまいります。

この点につきましては、やはり私は住民に身近なところで、即対応出出来る体勢を作ること、

併せて県道維持管理に伴い、雇用の場を確保していくこと、そのような観点から連携協議会にお

きまして提案いたしながら平成２４年度からモデル事業として、町管理で維持管理また除雪は平

成２３年度冬季から実施をしているところでございます。

新設改良として、平成２２年度に着手した町道洲河崎下安井線橋梁新設工事の早期完成を図り

ます。２４年度は橋脚工事⋞取付護岸工事を計画しております。なお一部サンショウウオの対応

において、工事期間が延長になりますことをご理解いただきたいと思います。

その他、砂防事業、急傾斜地崩壊対策事業、治山事業につきましては、関係機関に早期完成と

併せて新規事業の採択に向けて要望を行なってまいりたいと思います。

次に消防関係でございますが、近年の異常気象により、各地で多くの自然災害に見舞われてお

ります。昨年は東日本大震災が発生し大惨事となりましたが、地震と津波による原子力発電所事

故は今もなお終息を迎えていません。本町におきましても、昨年九月には、道路の崩落や農地の

崩壊など先ほど申し上げましたように台風１２号の災害が発生したことでございます。本年度は

「江府町地域防災計画」の見直しを行います。近年発生するゲリラ豪雨、ゲリラ豪雪による自然

災害や地震に備えて防災体制を整備するとともに、原子力発電所事故のような原子力災害に備え

て住民避難計画の策定や避難者の受け入れ態勢の整備、そして異常気象時に備えてハザードマッ

プを作成し、安全安心のまちづくりに努めてまいります。

また、昨年は、毎年１０月の第１日曜日を「江府町防災の日」と定めて、多くの町民の皆様の

ご協力を得て総合防災訓練を実施いたしました。毎年、防災訓練は続けてまいりたいと考えてお

りまうす。

また、江府町消防団に、本年度新たに、女性消防団員による第３分団を組織して消防力の強化

を図っております。昨年、消防団活動にご協力いただいている町内１２事業所を「江府町消防団

協力事業所」に認定し表示証を交付いたしました。どうかこれからも消防団活動にご尽力賜れば
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と考えております。

次に教育費でございます。教育の基本方針といたしまして、毎年申し上げておりますが、「人

権を重んじ人を敬う町民」「自然や文化を愛する知性豊かな町民」「家庭や家族を愛する人間味

豊かな町民」の三点を江府町のめざす人間像とし、あらゆる教育の場で育成を図って参ります。

学校教育では、児童生徒の「生きる力」を育むことをめざし、「知⋞徳⋞体」のバランスのと

れた教育の推進、連携を図り、「やさしさ」と「たくましさ」を併せ持つ児童生徒の育成に努め

てまいります。また、教育環境の整備も実施してまいりたいと思います。

一方、社会教育では、「明日へ生きる私を求めて」の生涯学習の基本テーマのもと、活力と生

きがいに満ちた美しいふるさとづくりを推進するため、健康で行動力に富む人づくりを進めてま

いります。

教育総務関係でございますが、少子⋞高齢化の進むなか、学校⋞家庭⋞地域社会の連携強化の

中核的役割を担うコーディネーターとして指導主事を配置し、教育課程上の諸問題についての指

導助言にも引続きあたらせます。

また、不登校、児童虐待など児童⋞生徒指導上の課題に対応するため、教育分野に関する知識

に加えて、社会福祉等の専門的な知識⋞技術を用いて、児童生徒の置かれている様々な環境に働

きかけて支援を行うスクールソ―シャルワーカーを本年度配置いたします。不登校児童生徒への

再登校支援だけでなく、すべての子ども達に目を向け、未然防止⋞早期対応についても学校と連

携して取り組ませていきます。個別の学習支援を行う「教育相談室」も継続して設置します。

また、学力調査を活用し、子ども達の力をのばしていくための学力向上支援事業も実施いたし

ます。

次に小学校費でございますが、集団生活を送ることが苦手、集中力が持続しにくいなど軽度の

発達障がいのため支援を必要とする児童は増加傾向にあります。児童に確かな学力をつけるため

には、児童一人一人に応じたきめ細かな指導が一層求められます。そのため学習支援員を配置し、

児童が落ち着いて学べる環境づくりに努めることで、学力の向上を図って参ります。

３３回続けております、姉妹町であります西ノ島町と本町の５年生の交歓臨海学校とスキー教

室を継続し、親善と友好を深めさせていきたいと考えております。

中学校関係でございます。県教育委員会の少人数学級の推進という方針に沿って、全額協力金

方式を活用して、より少ない人数でのきめ細かな指導を充実させ、一人一人の思考力や判断力の

育成を図って参ります。

引き続き、「外国人講師招致事業」を導入し、英語力の向上を図るとともに、国際理解教育の
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充実、発展に寄与して参りたいと存じます。また、小学校の英語活動や保育園の関係に対しまし

ても、積極的に関わらせてまいります。

施設整備につきましては、建設準備検討委員会の意見を基に、中学校建設に向けて準備を致し

てまいりたいと思います。

次に社会教育費関係でございますが、公民館におきましては、地域住民の生涯学習推進の観点

から、地域住民のニーズにこたえる社会教育⋞文化施設として、各種学級⋞講座を充実していき

ます。たくさんの方に参加していただいております。

青少年教育につきましては、「青少年育成江府町民会議」を中心として今まで以上に努力をし

てまいりたいと思います。また高齢者の学習ニーズに対応するために総合的な学習⋞健康づくり

を支援して参ります。

青年活動支援についてですが、平成２３年度のにこにこ事業において、１０年来休止となって

いた「青年団」が再結成され、様々な町のイベント行事や自主活動がなされています。今後も地

域をもっと元気にする活動に広がるよう、併せて支援も対応していきたいと考えております。大

いに期待をいたしておるところでございます。

また人権⋞同和教育におきましては、部落の完全解放とあらゆる差別の解消に向けて推進体制

の充実、指導者の育成など啓発⋞参加への工夫など町人権⋞同和教育推進協議会と一体となって

頑張っていきたいと思います。確実に一歩ずつ「人権文化」、「人権尊重」に満ちた町づくりを

推進してまいりたいと思います。

図書館でありますが、図書館情報システムを活用して本館と小中学校及び保育園図書室との連

携を密にしてまいりたいと思います。また図書館の機能が十分発揮できる資料の整備、主に高齢

者に配慮した大活字本の充実、子供の読書活動を推進するための児童⋞青少年図書等の充実を図

って参ります。財政的な枠もございますが、出来るだけの中でそのような形に予算化もいたして

おるところでございます。

また学校支援ボランティアによる学校地域支援事業では、除草作業などの環境整備支援、下校

時の安全見守り支援、読み聞かせや九九の聞き取りなどの学習支援にたくさんの方のご協力をい

ただいているところであります。学校⋞地域の連携をより深めるとともに、地域の教育力の向上

に努めてまいります。

保健体育費でございます。町民の健全な心身の保持、健康および体力の増進、相互交流の促進

を目的とし、全ての町民がその自発性のもとに、それぞれの関心や適正に応じて、スポーツに親

しむことができるよう、生涯スポーツの推進、軽スポーツの普及に尽力してまいりたいと思いま
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すが、日頃から尽力をいただいている奥大山ブナの森クラブの皆さんの活動を支援してまいりた

いと思います。大いに期待もいたしておるところでございます。

学校給食では、江府町産特別栽培米を完全米飯給食に引き続いて取り入れるなど、地産地消の

推進を図ってまいりたいと思います。食物アレルギーのある児童生徒の対応食にも取り組んでま

いりたいと思います。以上、一般会計でございます。

次に特別会計でございますが、それぞれ特別会計につきましては提案をさせていただいており

ますが、特に本町の国民健康保険関係でございます。依然として県下でも一人当たりの医療費が

高額の状況にあります。そのような状況を踏まえ、本年度は鳥取大学医学部等と連携を図りなが

ら医療費分析を行い、医療費の適正化を図ってまいりたいと考えております。

また、今後の国保会計の運営については国民健康保険運営協議会において議論を深めていただ

き、ご意見をいただきたいと思います。

次に国民健康保険特別会計（施設勘定）でございます。

本町の国民健康保険江尾診療所におきましては、通常の診療のほか、診療所の特色でもありま

す糖尿病外来及び高血圧⋞心臓病外来をはじめ「もの忘れ外来」などの専門外来を設置しており、

保健、医療、福祉の連携のもと住民サービスに努めているところであります。

さて、昨年１０月に鳥取大学医学部に地域医療講座が開設され、その講座の教授に、長年江府

町江尾診療所で動脈硬化予防外来などに携わっていただいている谷口医師が就任されました。本

町におきましても更に鳥取大学との太い連携の道筋が出来、より一層の協力関係を構築し、将来

の医師の確保を始め、質の高い医療を提供できる体制に努めてまいります。

なお以上、国民健康保険特別会計予算につきましては、国民健康保険運営協議会の審議を経て

提案いたすものであります。

次に介護保険事業特別会計関係でございますが、本年度は第４期介護保険事業計画の３年目を

迎え、第５期介護保険事業計画を樹立する年度となりました。今後の介護サービス量を踏まえな

がら、介護サービス内容および介護保険料の設定を検討してまいります。そして、域包括支援セ

ンターにおいて、サービス提供いただく各事業所と連携、調整を図り、介護保険事業など積極的

に取り組んでまいりたいと思います。

後期高齢者医療特別会計でございますが、平成１５年度から接種をはじめております高齢者肺

炎球菌ワクチンについては、今まで生涯一回の接種でありましたが、最近、厚生労働省が再接種

を認めたため、昨年度の町内での調査結果及び医学的見地からの検討を重ねた結果、本年度から

再接種を行い、さらに、高齢者の予防対策に努めてまいります。
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次に簡易水道事業特別会計関係でございます。現在の１５施設の万全な維持管理に努めてまい

ります。

昨年、台風１２号により被災した大河原地区簡易水道施設の本復旧工事を行ってまいります。

また、町営管理１００パーセントをめざしまして、西成水道については、町直営の水道施設と

なるようご理解を得るよう協議をしてまいりたいと思います。いずれにいたしましても安心⋞安

全な水の安定供給を図るとともに運営経費の削減に努めてまいります。

以上行財政方針を述べさせていただきました。

ここに平成２４年度一般会計並びに特別会計予算を提案し、関係条例の一部改正をはじめ平成

２３年度各会計補正予算等２７議案の提案については、各課長の説明をもって提案とさせていた

だきます。

○議長（日野尾 優君） 町長の行財政方針説明が終了しました。

日程に従い、議案第４号から議案第２０号までと、議案第３７号から議案第４６号までは、順

次、所管課長より、議案の詳細説明を求めますが、議案第２１号から議案第３６号については、

後日、予算特別委員会構成のもとに、当委員会に付託審査の予定になっておりますので、詳細説

明は省略します。よって、議案第４号から議案第２０号までと、議案第３７号から議案第４６号

について所管課長の説明を求めます。

影山総務課長。

○総務課長（影山 久志君） 失礼いたします。議案第４号、江府町特別職等の給与の特例に関す

る条例の一部改正についてご説明申し上げます。１枚おはぐり頂きたいと思います。条例案をお

付けしておりますが、第２条におきまして町長及び副町長の給与の額の特例を定めるものでござ

います。今年４月から１年間、町長の給与におきましては１８％の減額、副町長におきましては

１０％の減額を行うものでございます。また第３条におきまして教育長の給与の額の特例といた

しまして、教育長の給与の額を１０％減額いたすものでございます。附則におきまして、この条

例の施行日を平成２４年４月１日とするものでございます。

続きまして、議案第５号、江府町職員の給与に関する条例の一部改正について、ご説明させて

いただきます。１枚おはぐりいただきたいと思います。現給保障の終了に伴いまして、給料の激

変緩和の措置といたしまして、給料表を改正するものでございます。改正内容でございますが、

４級と５級の最高号級を４級におきまして１１３号を９３号に、５級におきまして１０５号を８

５号級にそれぞれ引き下げるものでございます。１枚おはぐりいただきますと別添１改正前の給

料表をお付けしております。さらに５枚おはぐりいただきますと、別添２といたしまして、改正
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後の給料表をお付けいたしておりますのでご覧いただければと思います。附則といたしまして、

この条例の施行日を平成２４年４月１日とするものでございます。

続きまして、議案第６号、江府町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部改正についてご説明させていただきます。１枚おはぐりいただきたいと思います。改正の条例

案をお付けいたしておりますが、旅費のうち、車賃におきまして県並びに西部他町村の状況を勘

案いたしまして現在車賃１キロメートルにつき３７円といたしておりますものを２５円に改正す

るものでございます。附則におきまして、この条例の施行日を平成２４年４月１日とするもので

ございます。

続きまして、議案第７号、江府町職員等の旅費に関する条例の一部改正について、ご説明申し

上げます。１枚おはぐりいただきたいと思います。改正の条例案をお付けいたしておりますが、

先ほどの特別職の場合と同様に職員につきましても、車賃におきまして車賃１キロメートルにつ

き３７円から２５円に改正するものでございます。附則におきまして、この条例の施行日を平成

２４年４月１日とするものでございます。

以上、ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（日野尾 優君） 矢下企画政策課長。

○企画政策課長（矢下 慎二君） 失礼します。議案第８号、江府町地域情報通信基盤工事分担金

徴収条例の制定についてご説明申し上げます。１枚おはぐり願います。本案は、地域情報通信基

盤整備事業といたしまして、江府町が整備いたしました光ファイバー網の利用につきまして、今

後の維持管理や運営経費を工夫しながらより積極的な利用増進を図るために一定の工事費の２分

の１をご負担いただくという条例でございます。ただ利用促進や企業誘致、移住⋞定住などの地

域振興の観点から一般的な新規の接続や撤去の工事につきましては、免除規定を設けております

ので、その中で運用したいと考えております。そして新規の接続、撤去につきましては、申し込

みと同時に自己負担分の減免を行います。基本的に、加入者のご都合による移設の場合にご負担

いただくという組み立てになっております。なお、適用につきましては半年の周知期間を設ける

ため、本年１０月１日からといたすものでございます。地方自治法第９６条第１項第１号及び第

４号の規定により議会の議決を得たく提案いたすものでございます。

ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（日野尾 優君） 西田町民生活課長。

○町民生活課長（西田 哲君） 議案第９号、江府町税条例の一部改正についてご説明いたします。

１枚おはぐりいただきまして、１ページをお願いいたします。
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江府町税条例の一部を改正する条例、第９５条、たばこ税の税率でありますが、平成２５年４

月１日から１，０００本につき４，６１８円を５，２６２円といたすものです。附則の第９条、

町民税の分離課税に係る所得割の額の特例等でありますが、退職所得に１０％の税額控除があり

ましたが、平成２５年１月１日から廃止となるものです。

２ページをお願いします。第１６条の２、たばこ税の税率の特例でありますが、旧３級品紙巻

きたばこの税率が１，０００本につき２，１９０円を２，４９５円といたすものです。

第２２条、東日本大震災に係る雑損控除額等の特例でありますが、災害後１年以内に支出した

ものが雑損控除の対象でありましたが、東日本大震災など大規模な災害の場合災害後３年以内に

支出したものが対象になりました。

４ページをお願いします。第２５条、個人の町民税の税率の特例等でありますが、平成２６年

６月から平成３６年５月までの１０年間個人の均等割を都道府県と市町村で５００円ずつ合計１,

０００円引上げるものです。

附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、

当該各号に定める日から施行するものであります。

議案第１０号、江府町営住宅設置及び管理に関する条例の一部改正について、ご説明いたしま

す。

１枚おはぐりいただきたいとおもいます。

江府町営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例。第６条、入居者の資格であり

ますが、改正前は、同居親族がいないと入居できませんでしたが改正後は、単身者でも入居でき

るようになりました。ただし、要介護者等１人で生活が困難な方は、入居できません。

２ページをお願いします。改正後の２項では要介護者等の判断を職員が調査できるようになっ

た項目です。

３ページをお願いします。第７条の２、入居者資格の特例でありますが老人等の文言を削除し

たものです。第１２条、同居の承認でありますが親族でなくても、同居できるよう改正になりま

した。

４ページをお願いします。附則といたしまして、この条例は平成２４年４月１日から施行する

ものです。ご審議、ご承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（日野尾 優君） 本高福祉保健課長。

○福祉保健課長（本高 善久君） 議案第１１号、江府町特別医療費助成条例の一部改正について

ご説明いたします。１枚おはぐりいただきまして、江府町特別医療費助成条例の一部を改正する
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条例でございます。本案は、障害者自立支援法の一部改正に伴いまして改正いたすものでござい

ます。

改正前のほうをご覧いただきますと、助成の下線が引いてありますが、障害者自立支援法第５

条第１９項となっておりますが、自立支援費の定義が唱ってありまして、その５条の部分で基本

相談支援などの新たな定義規定が追加となったために改正後におきまして、第５条第２３項のと

ころにこの自立支援医療費の定義が条ずれとなったものでございます。附則、この条例は平成２

４年４月１日から施行するものでございます。

続きまして、議案第１２号、江府町介護保険条例の一部改正についてご説明いたします。１枚

おはぐりいただきまして、江府町介護保険条例の一部を改正する条例でございます。本案は介護

保険法第１１７条の規定に基づきまして、三年に一度介護保険事業計画を見直しするものでござ

います。改正前の保険料率をご覧いただきたいと思いますが、第２条に期間が設定してあります。

改正前が平成２１年から平成２３年度まで、これが第４期であります。第５期におきまして、改

正後、平成２４年度から平成２６年度までの期間であります。その第５期の介護保険事業計画は、

介護保険及び地域包括支援センター運営協議会の答申を踏まえて、次にあげております介護保険

料を改定いたすものでございます。江府町の場合は６段階に分けてありまして、基準額がカッコ

の４番になります。改正前におきまして、これは年額でございます。５万５，８００円。月額基

準介護保険料が４，６５０円といたしましたが、今後のサービス料等勘案いたしまして、改正後、

４番のところをご覧いただきましてこれは年額で５万６，７００円。月額で介護保険料を４，７

２５円にいたすものでございます。この度、介護保険料のアップ率は約１．６％となるものでご

ざいます。附則、この条例は平成２４年４月１日から施行するものでございます。

続きまして、議案第１３号、江府町国民健康保険診療所設置条例の一部改正についてご説明い

たします。１枚おはぐりいただきまして、江府町国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する

ものでございます。本案は、第４条の診断料及び検案料についてでございます。別表の１と２を

この度改正するものでございます。改正後の診断料及び検案料をご覧いただきたいと思いますが、

ここにあらたに健康診断料を付け加えさせていただきまして、金額を１件につき診療報酬点数表

の額にいたすものでございます。次２番目に自動車使用料でございます。下線のように改正いた

すものでございますが、これは昼間の往診の折の使用料でございます。町内と町外にそれぞれ分

けておりまして、町外の場合は歯科の往診がこれにあたりますし、日野病院等の診療⋞治療に当

たるために規定をいたしております。この額につきましては、関係医療機関が設定している診断

料等を基に勘案いたしまして設定いたすものでございます。１枚おはぐりいただきまして、別表
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２ですが、下線のとおり変更いたしております。

主なところを申し上げますと、診断書でございますが、改正後におきまして１，０００円とい

たしております。改正前より金額が下がっております。これは先ほども言いました健康診断料の

ほうで付加料金を頂くことになっております。また改正後、下のほうをご覧いただきますと生命

保険診断結果証明書等、新たに詳細な項目を設定いたしておるところでございます。附則、この

条例は平成２４年４月１日から施行するものでございます。

続きまして、議案第１４号、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法及び児童福祉法に基づく居

宅受給者証又は施設受給者証に関する過料条例の一部改正についてご説明いたします。１枚おは

ぐりいただきまして、本案は児童福祉法の改正に伴いまして、条例の一部を改正いたすものでご

ざいます。本来この条例は、施設給付権が決定しております施設に入っている障害者が施設支援

を受ける必要がなくなったと認められる時にその障害者、障害児の保護者に対しまして、この入

所受給者証の返還を求めたときに応じなかった場合、また虚偽の答えなどをいたしまして拒んだ

ときに過料に処するものでございます。下線の部分をご覧いただきたいと思いますが、施設受給

者証という名称が改正後におきまして入所受給者証という名称に変更でございます。改正前の下

線部分ですが、第６２条３というのが、過料に反する規定が唱ってあるものでこれが他の項目の

追加によりまして第６２条の６に変わるものでございます。附則といたしまして、この条例は平

成２４年４月１日から施行するものでございます。ご審議の上、承認賜りますようよろしくお願

いいたします。

○議長（日野尾 優君） 瀬島農林課長。

○農林課長（瀬島 明正君） 失礼いたします。議案第１５号、江府町特別導入事業基金条例の一

部改正について、ご説明申し上げます。１枚おはぐり下さいませ。江府町特別導入事業基金条例

の一部を改正する条例としてあげさせていただいております。表の右側が改正前、左側が改正後

となっております。本案は現在５頭分、１頭３０万円ですので１５０万円の基金の枠を持ってお

ります町単独の町有牛の貸付事業がございます。そちらの基金の枠を２頭分６０万円増額いたし

まして、２１０万円といたすものでございます。畜産農家の方の要望が多く、現在３頭を貸し出

ししておりますが、さらに２４年度以降の競りでの導入希望がございます。基金の枠を増額いた

しまして、農家の皆さんのご要望にお答え出来るようにしていくものでございます。施行につき

ましては、２４年４月１日からとさせていただいております。ご審議の上、承認賜りますようよ

ろしくお願いいたします。

○議長（日野尾 優君） 山川教育振興課長。
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○教育振興課長（山川 浩市君） 議案第１６号、江府町公民館の設置及び管理等に関する条例の

一部改正について、ご説明申し上げます。１枚おはぐりいただきたいと思います。条例案を付け

ておりますが、この度の社会教育法の一部改正に伴い、公民館運営審議会の委員の委嘱の基準等

に関する必要な事項は、町の条例で定めることになりました。よりまして、改正後第６条第２項

下線を引いておりますが、公民館運営審議会の委員さんの規定を明記しております。第６条第４

項の委員を今までは法律の条項を用いておりましたが、この度の改正により同条２項に規定する

者と改定するものでございます。附則といたしまして、施行日を平成２４年４月１日といたすも

のでございます。

続きまして、議案第１７号、江府町立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

ご説明させていただきます。１枚おはぐりいただきたいと思います。条例案をお付けしておりま

すが、先ず、第２条第２項に図書館の位置、改正前は従前の日輪閣にございました。５０５番地

となっておりましたので、この度改正後、１９４４番地２防災⋞情報センターの住所地に改める

ものでございます。また図書館法の一部改正により、図書館に置くことが出来る図書館協議会の

設置を図書館法第１４条第１項の規定により、第５条に設けるものでございます。そして、第６

条に図書館協議会の組織としまして、委員さんを明記し、委員さんの年数及び任期を定めるもの

でございます。２条追加となりますので、委任の定義が条ずれとなるものでございます。附則と

いたしまして、施行日を平成２４年４月１日といたすものでございます。ご審議の上、承認賜り

ますようよろしくお願いいたします。

○議長（日野尾 優君） 下垣建設課長。

○建設課長（下垣 吉正君） 失礼いたします。議案第１８号、一般国道１８１号（江府道路）道

路改築事業に関連する町道洲河崎下安井線橋りょう新設工事及び取付道路の施行に関する変更基

本協定の締結についてご説明申しあげます。

１枚おはぐりいただきまして、本案は平成２３年３月１６日に締結された基本協定を変更いた

すものでございます。町道橋の工事に先立ち日野川河川内で特別天然記念物オオサンショウウオ

の生息が考えられることから、取上調査を実施したところ巣穴及び卵を発見し、水際における工

事が施工不能となり、その為、橋脚部が工事中止となりました。それに伴い、町道の橋りょう新

設工事における全体工程の見直しが必要になり、事業期間の変更が必要となったものでございま

す。

第１条でございますが、基本協定の事業完了日を当初の平成２５年３月３１日から平成２６年

７月３１日に改めるものでございます。
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第２条、基本協定の年度別事業計画書も事業期間の変更に伴い改めるものでございます。

ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。

○議長（日野尾 優君） 影山総務課長。

○総務課長（影山 久志君） 議案第１９号、江府町と鳥取県との間の職員の研修に関する事務の

委託に関する規約の全部改正についてご説明させていただきます。現在、町職員の研修は財団法

人鳥取県市町村振興協会に委託しておりますが、今年４月から鳥取県職員人材開発センターに事

務委託することになりました。このことにより、鳥取県から現況の規約につきまして全部改正の

協議がありましたので、この度提案させていただくものでございます。

１枚おはぐりいただきましたところに、規約全文改正する規約を付けさせていただいておりま

す。

主な改正点を説明させていただきます。第２条におきまして、委託事務の管理及び執行に要す

る経費の規定がありますが、以前人件費は含まれておりませんでしたが、この度から経費に人件

費を含むということで、その表現が削除されております。第２条第２項、鳥取県職員人材開発セ

ンター運営審議会というふうに記載になっておりますが、以前の鳥取県自治研修所運営審議会か

ら組織名の改名がなされております。

それと第５条におきまして、決算の場合の措置の規定でございますが、地方自治法の条文が変

わっておりまして、これは以前地方自治法第２４２条第４項でございましたのが、地方自治法第

２３３条第６項に変更になっております。それと決算の要領につきましては、告示といった表現

になっておりましたが、この度公表ということで改正になっております。

それと第９条につきましては、以前の規約にはございませんでしたが、この１条が追加になっ

たものでございます。

附則といたしまして、平成２４年４月１日から施行いたすものでございます。以上ご審議、ご

承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（日野尾 優君） 矢下企画政策課長。

○企画政策課長（矢下 慎二君） 失礼します。議案第２０号、辺地に係る公共的施設の総合整備

計画の変更について、ご説明申し上げます。本案は、平成２３年度から３年間の江府町御机⋞下

蚊屋辺地における公共的施設の総合整備計画の一部について変更するものでございます。１枚お

はぐり願います。変更いたしますのは、大山第２広域農道、雪崩対策事業の事業費が４２万５，

０００円増額するのに伴いまして、辺地債の借入予定額を４０万円増額し１，５４０万円といた

すものでございます。この度、県との協議が終了いたしましたので辺地に係る公共的施設の総合
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整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定により議会の議決を得たく提

案いたすものであります。ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。

引き続き議案第３７号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第８号）につい

て、ご説明申し上げます。本案は、既定の歳入歳出からそれぞれ９，１３４万６，０００円を減

額いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３４億８，０３５万６，０００円とい

たすものであります。

１枚おはぐりいただきまして、歳入につきまして主だったもののご説明を申し上げます。５番

町税といたしまして、２，２８３万６，０００円の増額でございます。これは町民税の法人税割、

固定資産の償却資産、たばこ税の増額でございます。５０番地方交付税、５番地方交付税といた

しまして６，９９９万９，０００円の増額でございます。主に特交分、除雪関係の増加でござい

ます。１枚おはぐり願います。７０番国庫支出金でございます。４，４５２万３，０００円の減

額でございます。これは主なものといたしまして、５番国庫負担金といたしまして公共道路災害

復旧費負担金減、実績に伴うものでございます。そして１０番国庫補助金といたしまして、地方

道路整備補助金、洲河崎下安井線工程延長に伴います３，４４０万円減等でございます。

続いて、７５番県支出金６９０万５，０００円の増でございます。これは主に実績に伴います

増減がありましたものでございます。農業基盤交付金といたしまして４７８万８，０００円の増。

県道除雪委託金といたしまして、１，２０５万５，０００円の増。その他実績に伴います増減で

ございます。続いて８０番財産収入、１０番財産売払収入といたしまして３１３万３，０００円

の増額でございます。町有林の間伐による流木売払収入でございます。

続いて９０番繰入金、１０番基金繰入金でございます。これは１億８８０万１，０００円の減

額をしております。これは、その他財源調整をしております基金からの繰入を減額いたしたもの

でございます。続いて１００番諸収入、２５番雑入といたしまして８５８万８，０００円の減額

でございます。この中で主なものはコミュニテー事業実績に伴いますコミュニテー事業費減にな

るものでございます。１０５番町債、５番町債といたしまして２，５１０万の減でございます。

これは町道整備事業等工程延長に伴います借入の減でございます。トータル９，１３４万６，０

００円の減でございます。

１枚おはぐり願います。歳出の主なものでございます。１０番総務費といたしまして１，６２

０万８，０００円の減。これの主なものはコミュニテー助成事業の減でございます。１５番民生

費、１０番児童福祉費といたしまして、１，０８７万３，０００円の減でございます。これは児

童手当、子ども扶養手当等の減でございます。続いて２０番衛生費５０４万８，０００円の減で
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ございます。これは日野病院交付税分の増額とか予防接種広域負担金の実績減、これに伴うもの

のトータルでございます。３０番農林水産業費１，５８７万４，０００円の減でございます。こ

れは、パイプライン災害被災用負担金の増、その他事業の実績に伴います減、それらをトータル

したものでございます。３５番商工費３４０万４，０００円の増額でございます。これは索道事

業会計への繰出金８９７万４，０００円、その他事業費減を含めまして３４０万４，０００円の

増といたしております。

４０番土木費でございます。４，５３９万７，０００円の減でございます。主だったものは、

５番道路橋梁費といたしまして、５，７３０万円。これは洲河崎下安井線の工程繰り延べにより

ます減でございます。１５番下水道費といたしまして、５４５万８，０００円の減。公共下水等

の繰出金の減でございます。４５番消防費といたしまして、３３４万６，０００円の減です。こ

れは広域の負担金減に伴うものでございます。５５番災害復旧費といたしまして６６４万６，０

００円の減でございます。災害復旧工事等の実績に伴う減でございます。６５番諸支出金、１０

番基金費１，３０５万１，０００円の増額でございます。財政調整基金への積立金の増額でござ

います。トータル９，１３４万６，０００円の減額でございます。

１枚おはぐりいただきまして、第２表繰越明許費といたしまして、２３年度から２４年度にか

けましてここに計上いたしております各款につきまして繰越をいたしております。１５番民生費

といたしまして子ども手当システム改修事業２３年度に国、県からは予算が入ってきますが、今

年の６月までにシステム改修ということで実施のずれでございます。あと、農道整備、南大山災

害関係の繰越でございます。それと地域自主戦略交付金事業、広域農道雪崩防止対策事業でござ

います。緑の産業再生プロジェクト事業、森林間伐事業でございます。降雪等によるものでござ

います。道路橋梁費、土木費については町道洲河崎下安井線、これにつきましては工程延長に伴

うものでございます。災害復旧費といたしまして、３件ございます。これは時期によりまして災

害復旧事業を繰延、繰越いたすものでございます。続いて第３表債務負担行為補正でございます。

以前国道１８１号道路改築事業に関する町道洲河崎下安井線橋りょう新設工事及び取付道路工事

施工の費用負担ということで、２３年度から２４年度までの２億８，８８０万円これを債務負担

行為として計上しておりましたが、工程の延長に伴いましてこれを廃止します。そして追加とい

たしまして以下３点、洲河崎下安井線橋りょう新設工事、これが２３年度から２５年度まで。奥

大山スキー場雪崩事故に係る弁護士委任契約、それと光通信制御機器集線スプリッタ保守管理業

務、これにつきましては１０年間、今町内のひかりのケーブル全てがＮＴＴ局内に集約しており

ます。その機械は、江尾のＮＴＴ局舎の中にうちの機械を置いて管理していただいております。
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その管理の１０年分でございます。もう１枚おはぐりいただきまして、第４表地方債補正でござ

います。過疎対策事業、辺地対策事業、災害復旧事業、それぞれ減額しております。過疎対策事

業については、７，８１０万円から５，５００万円。辺地は１億７５０万円から１億６１０万円。

災害復旧事業につきましては、１，６１０万円から１，５５０万円に限度額を修正いたすもので

ございます。以上により補正予算を編成いたしましたので、地方自治法第９６条第１項第２号の

規定により議会の承認を得たく提案いたすものでございます。なお、以下事項別明細書を添付い

たしておりますので、ご覧いただきましてご審議の上、ご承認賜りますよう宜しくお願い申し上

げます。

○議長（日野尾 優君） 本高福祉保健課長。

○福祉保健課長（本高 善久君） はい。議案第３８号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町国民健

康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）について、ご説明させて頂きます。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ４５４万５，０００円を減額いたしまして、予

算の総額を歳入歳出それぞれ４億４５２万３，０００円といたすものでございます。１枚おはぐ

りいただきまして、歳入の主な補正の内容でございます。５番国民健康保険税、５番国民健康保

険税、補正額２４０万１，０００円を減額いたしまして、５，００７万７，０００円といたすも

のでございます。これは決算見込みによりまして、減額いたすものでございます。１０番療養給

付費交付金、５番療養給付費交付金２２７万３，０００円を増額いたしまして９４５万３，００

０円といたすものでございます。これを決算見込みによりまして増額いたしたものでございます。

７０番国庫支出金、５番国庫負担金、補正額２０２万６，０００円を増額いたしまして６，３１

８万３，０００円といたすものでございます。９０番繰入金、１５番基金繰入金８９５万９，０

００円を減額いたしまして、３，７２２万７，０００円といたすものでございます。これも決算

見込みにより補正いたすものでございます。１枚おはぐりいただきまして、歳出におきます主な

内容でございますが、２０番共同事業拠出金、５番共同事業拠出金、３２４万９，０００円を減

額いたしまして、４，３２９万６，０００円といたすものでございます。これも決算見込みによ

り補正いたすものでございます。３０番基金積立金、５番基金積立金、１１０万円減額いたしま

して５０万円といたすものでございます。基金の利息分のみを補正いたしまして新たな基金は積

み立てを減額いたすものでございます。以下事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧い

ただきましてご審議の上、ご承認賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

続きまして、議案第３９号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘

定）補正予算（第４号）についてご説明申し上げます。本案は、既定の予算の総額から歳入歳出
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それぞれ８９２万７，０００円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ３億８５６万３，００

０円といたすものでございます。１枚おはぐりいただきまして、補正いたします主な内容でござ

います。５番診療報酬、５番外来収入、補正額８８４万５，０００円を減額いたしまして１億９，

３９０万円といたすものでございます。決算見込みにより減額いたすものでございます。１００

番諸収入、１０番雑入、１１４万円を増額補正いたしまして１９０万円になるものでございます。

これは歯科の物品販売の増額と医薬品の受託研究費の増額でございます。１０５番町債、５番町

債、１００万円を減額いたしまして２４０万円といたすものでございます。これは、歯科のレン

トゲンサーバー機器の購入が完了いたしまして減額いたしたものでございます。１枚おはぐりい

ただきまして、歳出の主な補正の内容でございますが、５番総務費、５番施設管理費、６７７万

円を減額いたしまして１億５，２３２万６，０００円といたすものでございます。決算見込みに

より減額補正いたすものでございます。１０番医業費、５番医業費でございます。１，１４１万

２，０００円を減額補正し、５，２３２万６，０００円といたすものでございます。これも決算

見込みにより減額補正いたすものでございます。２０番諸支出金、１０番基金費でございますが、

４，１１６万円を増額４，１５８万３，０００円といたすものでございます。これは下の予備費

とも関連がありますので、読み上げさせていただきます。９０番予備費、９０番予備費でござい

ます。３，１９０万５，０００円減額いたしまして、１，７００万円といたすものでございます。

実はこの予備費の額が総予算の１５％以上を占めております関係がございまして、検討がなされ

まして予算の概ね５％をこの予算額で残しまして、あとは４，１１６万円を基金として積み立て

ていくという予算編成でございます。

次、第２表の地方債についてご説明させていただきます。先ほど若干、ご説明させていただき

ましたが、歯科のレントゲンサーバーの備品購入におきましての財源として、町債をあてており

ましたがこの度事業が完了いたしまして、減額をいたすものでございます。過疎債、病院債３４

０万円あったものを、補正後におきまして２４０万円といたすものでございます。以下事項別明

細書を添付いたしておりますので、ご覧いただきたいと思います。

続きまして議案第４０号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業

勘定）補正予算（第４号）についてご説明申し上げます。本案は既定の予算総額から歳入歳出そ

れぞれ７１０万円を減額いたしまして、予算の総額を歳入歳出それぞれ５億１，７４９万３，０

００円といたすものでございます。１枚おはぐりいただきまして、歳入の補正いたします主な内

容でございます。５番保険料、５番介護保険料でございます。１７３万２，０００円減額いたし

まして、６，９９８万５，０００円といたすものでございます。これも決算見込みに基づいて減
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額いたすものでございます。９０番繰入金、５番一般会計繰入金２２７万９，０００円を減額い

たしまして、６，９３９万６，０００円といたすものでございます。これは、介護保険のパソコ

ンのリース代の不用減によるものでございます。ただ、下の基金繰入金といたしまして、５０万

円を増額補正いたし１，３３５万３，０００円といたすものでございます。これは第４期介護保

険事業計画のところで最終年度におきまして介護職員の処遇改善特別基金の繰り入れをこの度い

たしたものでございます。おはぐりいただきまして、歳出におきます主な内容でございます。５

番総務費、５番総務管理費、１３８万６，０００円を減額いたしまして、４８９万２，０００円

といたすものでございます。これも決算見込みに基づいて減額をいたすものでございます。１０

番保険給付費、２５番特定入所者介護サービス等費でございます。４００万円を増額いたしまし

て、２，２２８万２，０００円といたすものでございます。この特定入所者介護サービスという

のは、低所得の入所者の方を対象といたしましてそれぞれ施設に入所しておられる方の分でござ

いますが、そのサービスが増加する見込みでございますので、増額をいたしたものでございまし

て順序が前後いたしましたが、１０番介護予防サービス等諸費でございます。４２８万６，００

０円を減額いたしまして、１，６７６万３，０００円といたすものでございます。これは、介護

予防サービス増加を見込んでおったわけですが、これ以上必要ないということで減額いたすもの

でございます。

続きまして、次のページ、第２表繰越明許費についてご説明申し上げます。総務費、総務管理

費で介護保険システム改修事業ということで、４３５万９，０００円繰越明許費として設定いた

しております。平成２４年度の介護保険法の改正への対応として、システム改修をしてバージョ

ンアップさせるためのものでございますが、そのシステム改修にあわせるために時間を要する必

要がありまして繰越明許を設定いたしたものでございます。以下事項別明細書を添付いたしてお

りますので、ご覧いただきたいと思います。

続きまして、議案第４１号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号）についてご説明いたします。保本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ３２

万円を減額いたしまして、予算の総額を歳入歳出それぞれ４，７９４万円といたすものでござい

ます。１枚おはぐりいただきまして、歳入における主な内容は５番保険料、５番後期高齢者医療

保険料、補正額１３万６，０００円を減額いたしまして、２，８８４万３，０００円といたすも

のでございます。これは決算見込みにより減額いたすものでございます。９０番繰入金、５番一

般会計繰入金でございます。補正額１８万４，０００円を減額いたしまして、１，７５６万９，

０００円といたすものでございます。これも決算見込みにより減額いたすものでございます。次
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おはぐりいただきまして、歳出におきます主な補正の内容でございますが、１０番後期高齢者医

療広域連合納付金、５番後期高齢者医療広域連合納付金、補正額４０万３，０００円を増額いた

しまして４，４７５万５，０００円といたすものでございます。これも決算見込みにより増額い

たすものでございます。以下、事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧頂きましてご審

議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（日野尾 優君） 岡田スキー場管理課長。

○奥大山スキー場管理課長（岡田 雄成君） 議案第４２号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町索

道事業特別会計補正予算（第３号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は既定の歳入歳出予算総額から歳入歳出それぞれ３０万円を減額し、予算総額を７，０１

９万９，０００円といたすものでございます。おはぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補

正でございますが、歳入につきましては、款６５使用料及び手数料、項１０使用料既定の予算額

から７５９万５，０００円を減額補正し、補正後予算額を５，１１３万５，０００円とし、款９

０繰入金、項５繰入金を８９７万４，０００円を補正し、款１００諸収入、項２５雑入１６７万

９，０００円を減額補正し、補正後予算額を１，００９万円といたし、歳入総額を７，０１９万

９，０００円といたすものであります。補正の主な内容は決算見込みにより一般会計繰入金を補

正するものであります。

おはぐりいただきまして、歳出につきましては、款１０、項１０索道管理費でございますが、

既定の予算額から６万８，０００円を減額補正し、補正後予算額を７，０１９万９，０００円と

し、款９０予備費、項９０予備費の既定予算額の２３万２，０００円を減額補正し、歳出予算額

を７，０１９万９，０００円といたすものであります。補正の内容は、決算見込みによりまして

予算組み換えをいたすものであります。

以下、事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧頂きましてご審議の上、ご承認賜りま

すようよろしくお願いいたします。

○議長（日野尾 優君） 下垣建設課長。

○建設課長（下垣 吉正君） はい。失礼いたします。議案第４３号、平成２３年度鳥取県日野郡

江府町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２１万２，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９４０万５，０００円といたすものでございます。１

枚おはぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は歳入につき

まして、款９０繰入金、項５繰入金は、一般会計からの繰入を２１万２，０００円減額補正いた
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すものです。１枚おはぐりいただきまして歳出につきまして、款５総務費、項５総務管理費を、

３６万４，０００円を増額補正するもので、主なものは修繕料を１２９万７，０００円増額補正、

職員手当３５万６，０００円増額補正、水質検査委託料を精算により１３０万円減額補正するこ

とによります。

款１４災害復旧費、項５簡易水道復旧費は、事業確定により工事請負費５７万６，０００円減

額補正いたすものです。１枚おはぐりいただきまして第２表繰越明許費ですが、款１０水道事業

費、項５水道施設整備費におきまして、美用地区集落排水事業の繰越に伴い、工事費３４０万円

を２４年度に繰越するものでございます。

以下事項別明細書をご覧いただきまして、ご審議の上、ご承認賜りますようお願いします。

つづきまして議案第４４号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第４号）につきまして、ご説明申し上げます。

既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、５９２万５，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２億５，３２３万５，０００円といたすものでございます。

１枚おはぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は歳入に

つきまして、款６０分担金及び負担金、項５分担金を４万５，０００円減額補正いたすものです。

款６５使用料及び手数料、項５使用料は、過年度分使用料として５万７，０００円を増額補正

いたすものです。款７５県支出金、項５県補助金は低コスト型農業集落排水施設支援事業の確定

により１８２万６，０００円減額補正いたすものです。款９０繰入金、項５繰入金は、一般会計

からの繰入を２１４万４，０００円減額補正いたすものです。款１００諸収入、項１０雑入は、

美用地区集落排水事業の移転補償費の確定により１５６万７，０００円を減額補正いたすもので

す。款１０５町債、項５町債は、下水道事業債を４０万円減額補正いたすものです。

１枚おはぐりいただきまして歳出につきまして、款５．総務費 項５．総務管理費は、光熱水

費、処理施設維持管理委託料等の減により５３万６，０００円を減額補正いたすものです。

款１０．農業集落排水事業費 項５．農業集落排水施設整備費は、２４７万７，０００円減額

補正いたすもので、主なものは低コスト型農業集落排水施設支援事業の委託料確定により１９０

万６，００円減額補正、町道改良補償工事等の確定により工事請負費４８万５，０００円減額補

正いたすものです。款９０予備費、項９０予備費は、２９１万２，０００円を減額補正いたすも

のです。

１枚おはぐりいただきまして、第２表繰越明許費ですが、款１０農業集落排水事業費、項５農

業集落排水施設整備費におきまして、美用地区集落排水事業を２，４６３万円、２４年度に繰越

－３５－



いたすものです。１枚おはぐりいただきまして、第３表地方債補正ですが、辺地対策事業債の限

度額３，２６０万円を３，２４０万円、下水道事業債の限度額５，１８０万を５，１６０万円に

それぞれ減額補正いたすものです。

以下事項別明細書をご覧いただきまして、ご審議の上、ご承認賜りますようお願いします。

つづきまして議案第４５号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町林業集落排水事業特別会計補正

予算（第２号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、２０万６，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５７５万５，０００円といたすものでございます。

１枚おはぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は歳入に

つきまして、款６５使用料及び手数料、項５使用料は、施設使用料を１万円減額補正いたすもの

です。

款９０繰入金、項５繰入金は、１９万６，０００円を減額補正いたすものです。１枚おはぐり

いただきまして、歳出につきまして、款５総務費、項５総務管理費は、２０万６，０００円減額

補正いたすもので、修繕料を１８万円減額補正、使用料及び賃借料２万６，０００円減額補正い

たすものです。

以下事項別明細書をご覧いただきまして、ご審議の上、ご承認賜りますようお願いします。

つづきまして議案第４６号、平成２３年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水事業特別

会計補正予算（第３号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、５０８万８，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５，８９８万５，００円といたすものでございます。

１枚おはぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は、歳入

につきましては、款６０分担金及び負担金、項５分担金は、新規加入１件、過年度負担金により

３０万４，０００円の増額補正いたすものです。款６５使用料及び手数料、項５使用料は、過年

度施設使用料を６万６，０００円増額補正いたすものです。款９０繰入金項５繰入金は、一般会

計からの繰入を５４５万８，０００円減額補正いたすものです。１枚おはぐりいただきまして歳

出につきましては、款５総務費項５総務管理費は、委託料を８万円減額補正いたすものです。款

１５公債費、項５公債費は、財源の組替をいたすものです。款９０予備費、項９０予備費は、５

００万８，０００円を減額補正するものです。以下事項別明細書をご覧いただきまして、ご審議

の上、ご承認賜りますようお願いします。

○議長（日野尾 優君） 以上、提案理由説明が終了いたしました。

－３６－



⋞ ⋞

日程第４７ 予算特別委員会の設置について

○議長（日野尾 優君） 日程第４７、予算特別委員会の設置について。

おはかりいたします。議長発議として、新年度予算議案の件は、特別委員会を設置し、審査を

行いたいが、これの設置について、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（日野尾 優君） ご異議なしと認めます。よって予算審議は、特別委員会を設置して審査

することに決しました。

おはかりいたします。議長発議として、各特別委員会の名称並びに委員の構成は、江府町議会

委員会条例第５条の規定により、一般会計予算特別委員会とし５名、特別会計予算特別委員会と

し４名をもって、それぞれの特別委員会を設置し、以上の委員数で構成することにご異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（日野尾 優君） ご異議なしと認めます。よって、各特別委員会の設置並びに委員の構成

は、議長発議のとおり決しました。

おはかりいたします。各特別委員会の委員の指名は、江府町議会委員会条例第６条の規定によ

り、議長において指名することとし、一般会計予算特別委員会委員には、越峠惠美子議員、田中

幹啓議員、川端雄勇議員、長岡邦一議員、川上富夫議員の５名、特別会計予算特別委員会委員に

は、森田智議員、上原二郎議員、宇田川潔議員、日野尾 優の４名、以上指名いたします。これ

にご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（日野尾 優君） ご異議なしと認めます。よって、所属委員は、議長指名のとおり決しま

した。

それでは、ここで暫時休憩とし、その間に各特別委員会では、直ちに正副委員長を互選し、議

長まで、報告をいただきたい。暫時この場で休憩いたします。

午後０時４１分休憩

午後０時４２分再開

○議長（日野尾 優君） 再開いたします。

では各特別委員会より報告のあった正副委員長を公表いたします。

－３７－



一般会計予算算特別委員会委員長、越峠惠美子議員、副委員長、田中幹啓議員。特別会計予算

特別委員会委員長、森田智議員、副委員長、上原二郎議員の以上であります。

では、各委員会に付託する議案は、次のとおりであり会期中の審査として付託します。

一般会計予算特別委員会は議案第２１号を、特別会計予算特別委員会は議案第２２号から議案

第３６号までの１５件、以上、それぞれの委員会に付託するので、結果を会期中に報告を求めま

す。

⋞ ⋞

日程第４８ 請願⋞陳情書の処理について

○議長（日野尾 優君） 日程第４８、請願⋞陳情書の処理についてを議題といたします。

受理した陳情書は、お手元に配りました陳情文書表のとおりです。

おはかりいたします。陳情第２号、陳情第４号の２件は、総務経済常任委員会に、陳情第１号、

陳情第３号、陳情第５号の３件は、教育民生常任委員会に、請願第６号は請願に関する調査特別

委員会付託し、会期中の審査とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（日野尾 優君） ご異議なしと認めます。よって、陳情５件、請願１件はそれぞれの所管

委員会に付託することに決しました。会期中の審査をお願いします。

⋞ ⋞

○議長（日野尾 優君） 以上で、本日の議事日程は、全部終了しました。

これをもって、散会とします。どうもご苦労様でした。

午後０時４５分散会

－３８－


